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会　　　長　君　島　准　逸
幹　　　事　飯　島　芳　臣
クラブ会報委員長　小野垣　義　男
第　２　週　2015年６月12日（金）
例　　　会　毎週金曜日　　12時30分
例　会　場　ホワイトイン高崎
事　務　所　高崎市本町144-1

光明第７ビル202号室
ＴＥＬ　027－328－3371
ＦＡＸ　027－328－3372
http://www.takasakisymphony-rc.org
E-mail:sym@po.wind.ne.jp

事 務 局 員　浅　見　洋　子
本日のプログラム　クラブ協議会
ロータリーソング　我等の生業

第 886 回例会報告
第１週６月５日（金）

御来訪者　１名
　米山奨学生
　　グェン ティー ヴァン アン さん

出席報告
会 員 数 ４１　名
出席計算人数 ４１　名
本 日 出 席 者 ２５　名
本 日 出 席 率 ６０．９８％
先々週出席率 ６５．８５％

No. 29
幹事報告
・例会変更
・ガバナー月信
・神戸東灘ＲＣ週報
・高崎６ＲＣ会長幹事会の引継会のご報告

委員会報告
・財団委員会
今年度目標を達成する寄付をいただきま
した。最終寄付を６月２日に完了いたし
ました。
・親睦委員会
19日年度末夜間例会、29名の出席となっ
ております。今年度最後の例会になりま
すのでなるべく多くの方の参加をお願い
いたします。
・御誕生日祝
宮野　孝之君
駒井　和子君
・結婚記念日祝
橋本　勝廣君
松本　慎悟君
・ニコニコＢＯＸ
横田　雅則君（シンガポールへ行ってき
ました）
井汲　憲治君（少し過ごしやすい天気です）
宮野　孝之君（御誕生日祝）
・ロータリー財団ＢＯＸ
飯島　芳臣君　　泉　　省平君
𠮷本　賢二君
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・米山奨学会ＢＯＸ
飯島　芳臣君　　𠮷本　賢二君
白石　隆夫君　　八木建司朗君

理事会報告
・創立20周年記念行事概算予算額の協議
と承認の件
・ロータリー財団年次寄付及び米山奨学寄
付に関しての承認

次回例会予告
第３週６月19日（金）
　年度末夜間例会
　　会場…サンフラワー
　　点鐘…18：30

ＩＭ第３分区報告書

　ＩＭ実行委員会委員長
 八木建司朗

　５月９日（土）ニューサンピアにて第３
分区ＩＭが「広めようロータリーの輪・世
代を超えた交流」のテーマのもとに開催さ
れました。
　当日は、竹内ガバナーをはじめ安藤パス
トガバナー、春山地区幹事、岩井地区副幹
事、女性ネットワーク委員会の関口地区代
表をお招きしました。
　第一部は、八木ＩＭ実行委員長の司会に
より進行、𠮷本ガバナー補佐から会の趣旨
説明、竹内ガバナーの挨拶の後、関口地区
代表による女性ネットワーク委員会のアン
ケート結果の発表に続きいよいよ事例発表
です。
　当クラブからは、横田会員、福田パスト

会長、君島会長の順で登壇しました。
　まずは、３年未満の新会員が持ち時間３
分で、続くパスト会長と現会長はそれぞれ
５分という持ち時間で行われましたが、タ
イムキーパーからの『30秒前の警告』で素
直に切り上げる方、全く無視して話し続け
る方、たっぷり時間を残して降壇される方
と、やはり発表者の個性がはっきりと表れ
たものとなりました。安藤パストガバナー
からの講評では、時間通りに事例発表が進
行できたことに対するお褒めの言葉を頂戴
しました。
　第二部の懇親会は、ロータリアンの最も
大切にすべきものの一つであります親睦
の場です。司会は、島﨑IM副実行委員長
が担当しました。乾杯に先立ち、豊泉副会
長から米山奨学生（ベトナム人女性､上武
大学３年生のグエン ヴァン アン ティーさ
ん）の紹介があり、緊張しながら一生懸命
に挨拶するアンさんの姿が印象的でした。
　春山地区幹事による乾杯の後は≪プロ
ミュージシャン　ホリケン≫によるアトラ
クションで大いに盛り上がりました。
　また、今年度も終盤ということで、一年
の労をねぎらって、田中高崎ＲＣ会長から
𠮷本ガバナー補佐へ、そして新たに𠮷本ガ
バナー補佐から竹内ガバナーへの花束贈呈
というサプライズな演出も好評でした。
　そしてエンディングは、泉ソングリー
ダーの指揮により、ロータリーソング「手
に手つないで」を題名そのままに出席者全
員が手をつなぎながら大合唱です。今回の
テーマであります「広めようロータリーの
輪・世代を超えた交流」を実感した瞬間で
した。
　ＩＭ実行委員の皆様、当日協力してくだ
さった方々、本当にお疲れ様でした。
　そして、ありがとうございました。
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ＩＭ発表概要

　パスト会長　　福田　泰久

　平成27年５月９日（土）に行われた第
2840地区第３分区のＩＭ（テーマ：広めよ
うロータリーの輪、世代を超えた交流）の
私の発表概要は次のとおりです。

　ロータリーを広めるためには、まず内に
向っては会員数を増やすことだと思いま
す。当クラブも丁度今年に20周年を迎えま
すが、会員は創立時39名、20年経った現
在が41名。いかに増やすことが難しいかで
す。
　先ず、増強はなかなか大変で、これには
会員一人一人が常日頃から心がけ進めるこ
とが大事です。
　それから、退会もやむをえないことで
すが、そうならないためにはクラブを楽
しく、意義のあるものにしなければならな
い。クラブ内に家族を含めて色々なサーク
ルを作り、親睦を深めることも必要だし、

クラブ間の交流（合同例会、ＩＭ等）も
「輪を広げる」意味において大いに結構だ
と思います。

　次に、ロータリーの輪を広げるために
は、外に向って活動することが最も大事だ
と思います。
　要するに、体を使って「地域に密着した
奉仕」をすることだと思います。当クラブ
でも継続的事業として、
①高崎駅の清掃、高崎駅やイオンモールの
中の防犯パトロール
②養護施設の子供を対象とした春のバーベ
キュー大会
③同じく、秋の対抗ミニサッカー大会
等を行っていますが、こういった教育的、
文化的活動を財団の「新地区補助金」を
使ってでも、ロータリーを前面に出して積
極的にやることが大事だと思います。
　そのためには、若い力、女性の力が必要
だと思いますので、是非若い人、女性の入
会を願うものです。
 以上
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心に残った言葉　　　その５
Success is  not  the key to happiness . 
Happiness is the key to success. If you lave 
what you are doing, you will be successful.

「成功が幸福の鍵なのではない。幸福が成
功の鍵なのだ。自分がしていることを愛す
るなら、きっと成功するだろう」
（アルベルト　シュバイツアー）

心に残った言葉　　　その６
悪魔が生き延びるためには、ただ、あなた
たちの様な善良な人々が何もしなければよ
いだけです。今こそ、何かすべき時、行動
すべき時です。話し合うことは大切だが、
それだけでは足りない。行動すべき時です。
どんな小さな行動でも、どんな言葉よりも
大きく響き、より多くの境界を越えてゆく。
（それでも私は憎まないより　イゼルデイ
ン　アブェライシュ）
 小野垣義男


